
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     平成 34年(2022年)開校する学校の名前が、いま募集されています。本日の朝会でも

子どもたちに今後の学校の移り変わりについて説明し、名前にこめる思いなどについ

て話しました。以下その内容について紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

昭和 47年当時、庄内地区の６小学校の合計    学校再編のエリアは庄内駅の西側の３中 

児童数は、8273人。平成 30年現在は、1599     ６小学校の校区にあたります。そのエリ 

人に減少しています。およそ５分の１ほど。    アを南消防署の前の道を境に、北校と南校 

空き家も多くなってきているときいています。   の校区に分け、再編計画をすすめています 

南部のコラボセンターと新しい学校が、今後    

の町づくりの中核になる計画です。         

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 庄内小は北校となり、新校舎が建設されま    これから５年間のそれぞれの学年の進級 

す。平成 32年と 33年の２年間で工事が行わ    と学校の状況です。中学校は六中と十中が 

れ、その間は庄内小は野田小学校に同居しま    同居ではなく、新たな中学校としてスター 

す。そのための野田小の校舎の工事も行われ    トします。 

ています。 

豊中市立庄内小学校 

平成 30年(2018年)9月 28日 
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